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相模湾初島南東沖シロウリガイ群集における

多毛類及び寄生生物調査

三浦知之 ゛j

本次査は，相樸濁初鳥沖に発達するシロウリガイ群集から採渠Ｌた生勧１ 本を朔

いて。多毛類・橈脚顕等の底生生物相の分期学的知見を棊饋することを目的として

行われた。特に，寄生生勧については従来の知箆もjjとんどなく，本調査によ９て

初めて明らかにされた知見も多い。

主な研究試tlは ，1987年11月の（しんかい2S ）JDiｖe315 及 び31石によって得

られたものであるが，裂在（1968 年 ３月）まで，予蝸的な畑見が阿られているにす

ぎず，その概要と従来のDi･ｅで得られた知見を合わせて紹僉する。

Parasitic Atiimuk  collected jn a Calypfotfiiti-dominznt  Community

developing  off the Hatsushima,  ihe Sagami  Bay.

Totnoyuki MHJRA"?

Many  specimens  of  deep-sea giant clams  and  vestimejitLferan worms  were

collected  during  Dives  315  and  316  of  ilie deep*sea  submersible  'SHINKAI

2000"  of  the  JAMSTEC.  and  the  paiasuic  animals  were  investigated At*

(ached  to  the vestimentiferan  wonn  tubes, a. pliyllodocid polychaete  species

was  collectcd,  Anoilicr  aberrant  polydtaete  species was  also found  in the

mantle  cavity  of  the  gisirt deep ≪sea clam.  Most  clams  were  infested  ly  a

copepod  species.

｜， はじめに

近年，深海潜水艇を利用した，熱水あるいは冷

水湧出城の生態系に関する生理・生態学的研究が

多くなされるようになってきた。中で も，アメリ

カのアルビン号とフランスのノーチル号の功績がは

なはだ大きく，19a5年に出版されたＨydr。thermal

Ｖ●ｌts of the Eastern Pacific : An Overview

（Jones ed.，1985）は直接深海研究に携わって

いる研究者ばかりでなく，広く海洋や生物を研究

Ｌているものにとっても多くの魅力を秘めたモノ
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グラ フであった。

日本でもノーチj呷 を用いた|ﾖ仏画瀦H 一画（1984-･

1985 ）や 「しんかいSOO  」を 利用しての初島沖 シ

ロウリガイ群襲の総 合調査（1986 り が 行われる

よ うになり ，当核領域の研究か本格的に展開され

る兆しを 見せてい る。（第３回「 しんかい2000 」

研 究 シ ンポジウ ム. 1987) 。 他 方 。種 々の 分野 で

の急速な研究 の展開 か題待される中で ，とりわけ

すべての生物科学の基本と もなる生物Ⅲに関する

知見が|･ 分えられてい るとはいえないのが現状で



あろう。

本調 査は，こ のような現状をふまえ た上で ，生

物群集の構成要 素である生物各種 の基本的・分類

学的知 見を築積することを目的として行われた。

特に寄生性生物について は従来の知 見もほ とんど

な く，本調査によ･，て初 めて明らかにされた知見

も多 い。主な研究試料は ，1987年ｎ月 の「しんか

い2000J  Dive  315 及び316 によ って得 られ たも

のであるが， 現在（Iｓ8 年３月 ）まで，予備的な

知 見が得られているに過 ぎず，そ の詳細は別報に

ゆずることとし，そ の概要 と従来 のDive で 得ら

れた知見を合わせて紹介する。

2. 材料及び方法

Dive33lS では相模湾初島沖35 °00’ Ｎ, 139*13.8' E

のシロウ 』1ガイ群集緑辺鄙で柑水調 査が行われ。

電動 グラブによ るシロ ウリガイ と底 質の採集か行

われた（表 １）。採 集 し たシロ ウ リガイは。「な

つ しま」船上で殼長・湿重量を計測の上 ，閉殻筋

を切開し，主に外套腔に寄生する生物を取 り出し

た。寄生生物 は，10 ％フォルマ リンで固定 し，寄

主 の個体別に保存し ，研究室に持 ち帰･つた。研究

室では，各標本を水洗し，次いで10 ％ア ンモニア

水にて洗浄し ，粘液を 除いた。 さらに ，ビノキ，

ラーとカメ ラルシダを用 い，純水中にて 体各郎位

の計測を行い，後の形態観察のために70 ％アルコー

24 ０

ルに保存した。形態観察にはピノキj,ラー・光学

顕微鏡及び走査型電子顕微鏡を用いた。

Dive 316では，多数のハオリムシか採集され，

棲管に付着する多毛類を得ることができた。標本

の処理はDive 315 と同様である。

こ れらの標 本以 外に もDivellS ・ 177 ・ 226 ・

227で得られた材料を観案することができたので，

その結果も本報告に収録した。

３． 結果及び考察

Oi  vel15 ・ 177 ・ 226 ・ 227の標 本観察 桔 果を

表２に示す。

これらの多毛類は，いずれも相模湾及び日本周

辺で。トロールもしくは各種採泥器により採集さ

れる比較的廿廼の深海種であると考えられる。 夕

ケフ シゴカイ科Maidanidae ・ ギポシイソ メ科

Lumbrineridae ・ イソメ科Eunioidae ・ ゴカイ科

Nereididae ・ Paraonidae に関 しては，それぞれ

Imajima　 ＆Shiraki （1982 ）・Imajima　 ＆

Higuchi  (1975) ・Ｍｉｌｒａ（1986 ）・Imajima

（1972）・Imajima  (1973) が，日本周辺での分

類学的知見を報告している。

Dive 316ではハオリムシ棲管に付着する多毛

類か得られた。 ウズマキゴカイ科Spirorbidae の

１種（未記載種）は棲管の全体にわたって付着し

ていた。また，棲管口付近にはサシパ ゴカイ科

表１　本報竹であつかわれた材料の採1!地の厩要

Table l　Sampling sites of ｍａtｅria･s ｅχaminal.



表２ 「しんかい 匐OC 」|こよって初島沖シロウリガイ群災及びその周辺から

採集された多毛闥

List of polychaeies collected ｉｌｌ Ccifptogena  ･ domi nan t community

off Hatsushima.  Salami Ｂａy･

PhyHodocidae, X ￥otomystides  0)の Ｉ 種 かＮ

着して いた。丹otomystides sp. は褐色の 薄い

膜状の棲管に棲息し，各ハオリムシ棲管には敷個

体が付着していた。本種は短い潁状の複剛毛先端

部を持ち，本属の鮑種とは容易に区別された。ガ

ラパゴス沖熱水湧出域では，やはり/･ オリムシの

仲間や他の貝と一緒にサシパゴカイが採集されて

おり, Galapagomy ポides aristataと命名されて

いる(Blake ，19e5) 。Ｇ.・rist・tａは， 初島沖

のProtomysiides sp. と同様に潁状の複剛毛 を

持つが，このような形態的類似の生態的・逃化的

意義に関しては今後の研究に期待したい。

Dive 315 では，主 にシロウリガイの 外套腔に

寄生する生物が調査された。シロウリガイの計瀰|

脇及び寄生生物の育無を表３に示す。

調査した21個体の シロウリガイの内，５個体に

関 しては他の研究に用いられていたため。寄生生

物の観察は1･分に行えなか･・た。外套腔の観察を

行った16 個体111.1 閼体に多毛顛か確認され｡ １５

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　･19 ｓs･

個体に曉鄲類か確認された。これらの標本は現在

分類研究を継続中である。

Dive3l5 では，シロウリガイの採集と『司時に電

動 グラブで採取された底質中にも近縁な多毛類が

１個体きまれていたが，採集状況から判断して浮

上するまでの間に外套腔から外部に出てしまりた

ものと考えられる。 ガラパゴス・ リフトの深海

イガイ類の外套腔に寄生 するウロ コムシの１種

Branch  ipolynoe　りmmylilida は。潜水艇からの

観察により，マニピ，レーダー等による攪乱によ

り，寄主の体外に逃避することが知られている

(Pelti-bone, 1984)。しかし，初島沖のシロ ウ

リガイに寄生する多毛類は運動性も弱く，寄生率

も低いと,ｌ われ，採集時の逃避等は齧察されなかっ

た。他方, Dive3l5 ではシロウリガイｇ 外にキヌ

タレガイ科のＳ・＆ｍ.yａ sp.が採用され，その外

套腔からもやはり，多毛類が１岡体採集された。

さらにDive3l6 では，ハ ナシガイ科Tllyａｓil･idac

の｜裲と考え られる｡二枚貝の断片が採蔔され，外

2引



辺３ 「しんかい2009J  Dive 315F とよ り ，採集されたシロウリガ４の

般長・温重量及び寄生生物の有魚（？：未驢認 ．ｘ：寄生生物

がＵ 察されなかった ，＋:li 生 が 確認された ．数字は採集個体数）

Table ３　Measurments of Cat* μgllll speci  mens C 口】lecied in

Diｖe 315 0f ’ SHINKA! 加（X）’ａｎｄ （XC ｕrrｅｎｃｅ of parasi  lie

animals  ( ？:unknown, ×:parasitic animals absent ，

＋:present  &  number of parasites).

套 貘 に付 着 してい た同 様な 多 毛 類 が １飼1本蹲 られ

た。 これ ら の多 毛 顛 は いず れ も ，朋 口 節に あ たる

無 剛 毛節を 欠 き ，背 側 か隆 起 した半 円 形 の 鎬 断 面

を 持 ち ，太 い フ ッ クを 備え るな ど形 態 的に も類 似

し て いる が ，分類 学 的 位置 は 未 だに 不 明 であ る。

他 方 。曉脚 類の寄 生串 は 非 常 に 高 く ，ほ とん ど

す べ ての シ ロウ リ ガ イに寄 生 して い ると考 え られ

る 。 本稙 はＰｏｅｃｉｌｏstｏｍａtoidal｡| の 一 極 と 考え ら

れ るが 。詳 細 は現 在 検 討中 であ る 。 本 種は 第 ２触
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覚に３本のフック状剛毛を備えることなどが特徴

的である（写真1  &  2 )。
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に お 礼 を 申 し 上 げ る 。 さ ら に ， 快 く 標 本 の 観 察 を
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